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１　はじめに

　灯台は , 航行安全を担う装置であると同時に , 地

形・海流・航路史・地域文化が交差する場として

捉えることができる . 従来 , 灯台研究はその建設

史・構造・設計など , 建築学・土木史の領域で論

じられることが多かった . 一方で , 灯台が立地する

自然環境や , 地域の文化・産業との関係性を学際

的な視点から統合的に扱った研究は多くない . 

　近年 , 観光・教育の分野では , 地域に内在する

複数の価値を組み合わせて物語として提示する

「ストーリーテリング」の重要性が高まっている . 

特に , UNESCO 世界ジオパークでは , 地質・地

形だけでなく , 文化遺産や歴史 , 産業 , 生活文化

を含む地域資源を総合的に活用し , それらを分か

りやすく解釈・発信することが求められている１）. 

こうした国際的な潮流は , 灯台を「建築物」とし

てだけではなく , 自然と文化を結びつけて地域の

成り立ちを読み解くための重要な起点として捉え

直す契機となる . 

　ストーリーテリングを実装する方法の一つとし

て , インタープリテーションがある . Ham は効果

的なインタープリテーションの要件として , 中心

テーマの明確化（Thematic）を重視している２）. 

本稿はこの観点から , 灯台を自然と人間活動が交

差する解釈の起点と位置づけ , 地質地形 , 海流（黒

潮）, 文化史 , 建築技術史の観点から整理する枠

組みを提示する . 対象は南紀熊野ジオパークに位

置する潮岬灯台及び樫野埼灯台であり , いずれも

黒潮が接岸する海域に立地しつつ , 航行上の役割

や地域史との関わりに差異がみられる（図１）. 

　これらの灯台は , 明治期に R.H. ブラントンが

関与した日本最初期の近代灯台群に含まれ , 地形

や潮流条件など , 当時の航海環境を踏まえた検討

にもとづいて立地選定が行われた建築である点に

特徴がある４）. すなわち , 灯台はその建築的価値

に加え , 自然環境の理解に基づく「海と陸をつな

ぐ場」としての意味を内包している . 

This research note examines Cape Shionomisaki Lighthouse and Kashinozaki 

Lighthouse on the southern Kii Peninsula, Japan, and explores the interpretive 

potential of lighthouses as sites where natural environments and human activities 

intersect. Here, the Kuroshio Current, a major warm ocean current, flows close to 

the coast. By integrating multiple perspectives, including geomorphology, ocean 

currents, whaling culture, and maritime disaster history, it demonstrates that 

lighthouses are not merely navigational aids, but places where the region’s natural 

and cultural dimensions are layered and interrelated. It also discusses their 

potential application to interpretation and education in geoparks.
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図１：位置図（潮岬・樫野埼・黒潮流路）

（a）南紀熊野地域と黒潮の概略位置（黒潮は海上保安庁海洋速報を参考に作図３）

（b）潮岬灯台および樫野埼灯台周辺の詳細位置（国土地理院地図をもとに作成）

　以上を踏まえ , 本稿は 2 灯台の比較を通じて , 

ジオパークの解説・教育への応用可能性と他地域

への転用可能性を提示する . 

２　灯台を起点とした
自然・文化解釈の枠組み

　本章では , 灯台を起点として , (1) 地質地形 , 

(2) 海流（黒潮）, (3) 文化史 , (4) 建築・技術史

の四つの視点から整理を行う . 以下では , 潮岬灯

台および樫野埼灯台を対象に , 各視点からの特徴

を示す . 

2.1　地質・地形の分析

　潮岬は和歌山県串本町に位置し , 本州最南端

（北緯 33 度 26 分 , 東経 135 度 46 分）を示す岬

である . 古くから紀伊水道・太平洋を結ぶ航路の

要衝であり , 現在でも多くの船舶が行き交う地点

である . 

　潮岬の東側には紀伊大島が位置し , 両者はいず

れも 1600 万年～ 1500 万年前頃の火山活動に由

来する火成岩によって形成されている 5), 6）. これ

らの岩石は硬く侵食に強いため , 岬や断崖をつく

り , 灯台の基礎地盤としても適している . 

　また , この地域は紀伊半島の中でも隆起が継続
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している地域として知られ , 潮岬では第四紀を通

じた平均的な隆起量として , 1 万年あたり約 5 m

程度が見積もられている . その結果 , かつて波打

ち際で形成された平坦面が海面上に持ち上げら

れ , 海岸沿いには顕著な海岸段丘が残されてい

る . 潮岬および紀伊大島周辺では標高およそ 30

～ 50m の範囲に低位の海岸段丘が認められ 7), 

潮岬灯台は約 30m, 樫野埼灯台は約 36m の段丘

上に位置する . これらの段丘は , 見通しの良さと

高所性という灯台立地に不可欠な条件を自然に提

供しており , 後に海を広く見渡す場として利用さ

れる条件を備えていた . 

2.2　海流（黒潮）および海象条件との関係

　潮岬は , 黒潮が最も本州に接岸する地点のひと

つであり , 沖合では黒潮本流が強い勢いで流れて

いる . 地元漁師は , 黒潮の流れを「海の中に川が

流れているようだ」と表現するほどであり , 黒潮

本流と沿岸流との流速差が明瞭である . 

　黒潮は暖流として地域に温暖な気候をもたらす

とともに , 串本沿岸における世界最北の大規模サ

ンゴ群集を維持し , 多様な海洋生態系を育んでい

る . 一方で , 黒潮本流の強い流れや接岸位置の変

化は航海に大きな影響を与え , 本州最南端部を含

むこの海域は歴史的に「難所」として認識されて

きた . こうした海象条件のもと , 岬端をかすめる

黒潮本流によって船舶が岬側へ流されやすい状況

が生じやすく , 岬先端に設置された潮岬灯台は , 

外洋航路を航行する船舶に対して , 進路判断の基

準となる位置と航行危険の縁辺を示す重要な視覚

的指標として機能してきた . 

　これに対し , 本州と紀伊大島との間の水域は , 

航行条件が悪化した際に船舶が進入しやすい海域

であった . 明治 13（1880）年に東京商法会議所

が実施した調査において , 当該水域に関係する湾

港が , 「如何なる船舶にても安全に碇泊し得る港」

のうち , 西洋形船舶が頻繁に寄港する港として

40 港の一つに挙げられている８）. このため , 外洋

を航行してきた船舶は , 潮岬や樫野崎といった岬

状地形を目印として航行状況を把握し , 必要に応

じて本州と紀伊大島との間の水域へ進入して寄港

や風待ちを行っていた . 樫野埼灯台は , こうした

水域の入口を見下ろす位置に建設され , 航行の継

続か内水域への進入かという判断が求められる地

点において , 船舶に進路認識の基準を与える役割

を担ってきた . 19 世紀の英文新聞記事において

も , 本灯台が北方から来航する船舶にとって針路

を定める「回航点（rounding point）」として機

能していたことが記されており９）, その役割は当

時の航海実態とも整合的である . 

2.3　文化史との統合：捕鯨・海民文化・国際交流

　潮岬と紀伊大島は , 自然環境だけでなく文化史

との関わりも深い . 当地では江戸時代から紀伊半

島南部を中心に組織的な古式捕鯨が行われてお

り , 黒潮域を回遊するザトウクジラなどを対象と

していた . 鯨は季節によって移動方向が異なり , 

夏季には北上し , 冬季には南下する . これに合わ

せて , 夏は潮岬側で北上群を , 冬は紀伊大島側で

南下群を見張るなど , 山見場の配置も季節的な回

遊パターンを踏まえて決められていたことが伝え

られている 10). 

　潮岬・樫野崎周辺の高所に設置された山見は , 

回遊する鯨の動きを遠望し , 船団の配置や追い込

みのタイミングを指示する重要な観測点であっ

た . 段丘上の高所性と広い視界は , 鯨の回遊を読

み取るための重要な立地条件であり , こうした条

件は , 後の灯台設置場所の選定にも引き継がれた

と考えられる . 

　さらに樫野崎では , 1890 年のオスマン帝国軍

艦エルトゥールル号遭難事件に際し , 地元住民に

よる救助活動が行われた . この救助活動を契機と

して , 日本（串本町）とトルコの間の交流が継続

しており , 地域史における国際的なつながりを象

徴する出来事となっている .  

2.4　Brunton 灯台の設計思想

　潮岬灯台と樫野埼灯台は , 明治期に R.H. ブラ

ントンが関与した近代灯台網の重要拠点である . 

彼は視認性地形の読み取り , 国際航路に対応する

標準化（international standard）を重視して立

地選定を行ったとされる４). 

　潮岬および樫野崎では , 岬形状や段丘の高所

性 , 潮流条件といった自然要素が , 航行上の判断
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比較項目 潮岬灯台 樫野埼灯台

地質／地形
火成岩／本州最南端付近
に突出する岬の段丘面

火成岩／紀伊大島東端の
岬の丘面

海象の特徴
黒潮本流が接岸し，流
向・流速が比較的明瞭

黒潮の影響を受けつつ，
潮流や風向によって海象
が変化しやすい

主な航行上
の役割

外洋航路における位置認
識の基準点（ランドマー
ク）

沿岸・海峡部通過時の針
路判断の基準点（回航
点）

歴史・文化
的背景

古式捕鯨における山見の
設置（主に北上群の監
視）

古式捕鯨における山見の
設置（主に南下群の監
視），国際遭難救助史

表１：潮岬灯台および樫野埼灯台の比較に影響を与える要因として整理され , それらを踏

まえて灯台の配置が検討されたと考えられる . 

　これは , 従来から地域の人々が経験的に読み

取ってきた地形や海況が , 近代において設計思想

として明示的に組み込まれた例と位置づけること

ができる . 

３　事例比較：潮岬灯台と樫野埼灯台

　表１に示すように , 潮岬灯台と樫野埼灯台は , 火

成岩体および黒潮海域という共通の自然的基盤に

立地している . 一方で , 岬の形状や周辺海域の海象

条件といった場所ごとの違いにより , 航行上にお

いて果たしてきた役割には差異が認められる . 

　潮岬灯台は , 本州最南端に突出する地形と黒潮

本流の接岸という条件のもと , 外洋航路を航行す

る船舶に対して明瞭な位置認識の基準を与える

ランドマークとして機能してきた . これに対し , 

樫野埼灯台は , 本州と紀伊大島に挟まれた水域に

面し , 潮流や風向の変化を受けやすい海域におい

て , 針路判断のための回航点としての性格を有し

ている . こうした近代灯台の役割の違いは , 江戸

期以前に古式捕鯨の山見が設けられていた位置と

も重なっており , これらの地点が早くから地形や

海象を把握するための重要な場所として認識され

ていた可能性がある . 

 

４　灯台を起点とした
自然と文化の統合的理解

　灯台は , 地形や海象など自然条件のもとで生じ

る現象を人が把握し , 対応してきた場所であり , 

単なる航路標識ではない . 灯台の立地は , 地形や

海流といった自然環境と , 航海・捕鯨・海難対応

といった人間活動が交差する地点として機能して

きたと捉えることができる . すなわち灯台は , 自

然と文化が結びつく「点」として , 地域の記憶や

経験が集積された場所である . 

　ジオパークの視点に立てば , 灯台は単なる歴史

的建造物ではなく , 自然環境と人間活動の関係が

集約的に現れる地点として位置づけることができ

る . 表１で整理したように , 灯台の立地には , 火

成岩からなる地質基盤 , 隆起によって形成された

段丘地形 , 黒潮の流動といった自然条件が関与し

ており , それらに応答する形で航海 , 捕鯨 , 遭難

救助といった人間の営みが展開してきた . この枠

組みに基づいて灯台を比較すると , 個々の灯台が

示す自然と文化の関係は相互に関連し , 複数の灯

台の連なりを通じて , 地域全体における自然環境

と人間活動の関係性が明らかになる . 

　このように , 灯台を核として周辺の海岸段丘や

岬地形 , 山見跡などを関連づけて解釈すること

で , 「なぜこの場所に灯台が設けられたのか」と

いう問いを通じて , 地域の自然環境と人間活動の

関係を立体的に理解することが可能となる . こう

した解釈の枠組みは , 南紀熊野ジオパークにおけ

る地域理解や学習活動 , ジオツーリズム等におい

て , 有効な視点を提供し得る . 

５　結論

　潮岬灯台と樫野埼灯台は , 「地質・地形」「海流

（黒潮）」「文化史」「国際史」が重層的に交差する

地点に位置し , それぞれ独自の物語を紡ぐことが

できる . 本稿で示したストーリー統合モデルは , 

灯台を単なる建造物としてではなく , 自然と文化

を結びつけて読み解くための要所として捉える視

点を提示するものである . この視点は , 灯台文化

資源の保全・解説・観光展開において , ジオパー

クの枠組みと連動しながら活用される可能性を有

している . 
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　さらに , 灯台を起点とする解釈の枠組みは , 南

紀熊野ジオパークに限らず , 沿岸域を含む他地域

のジオパークにも応用可能である . 沿岸ジオパー

クには , 灯台や航路標識 , 港湾施設など , 海と向

き合ってきた人々の営みを示す地点が点在してお

り , 灯台はそれらを自然環境と結びつけて読み解

く結節点となり得る . 灯台を通して , 海岸地形や

海流 , 航海 , 漁業 , 交流史といった要素を面的に

捉える視点は , 個別地域の理解にとどまらず , 沿

岸ジオパーク間の対話や連携を促進する共有可能

な枠組みとなり得る . 
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